
TEAM MYODEN 
            市川市立妙典中学校 令和５年度生徒指導だより第４号 ６月２２日 

教育目標：未来を拓く妙典中生徒＜明るく・正しく・美しく＞ 

目指す生徒：◎ふれあいを大切にする生徒 ◎進んで学ぶ生徒 ◎頑張りぬく生徒 

◎校則について 
 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 
 

 

◎総合体育大会応援時のルール   ◎持ち物には記名を！ 

 

 

今回は「校則」についてお話をしていきたいと思います。 

☆校則の意義  １、集団秩序を守る ２、危険回避 ３、平等を守る 

妙典中では上記３つを踏まえ校則を定めています。近年、校則に関して世間でも話題になっていますが、妙典中学校でも

毎年、全校生徒にアンケートをとり生徒会や評議委員、PTAの方々と、毎年「校則を考える会」を実施しています。今年度も

1学期中にアンケートをとり、2学期に話し合う場を設けていきたいと考えています。校則は皆さんにとっても身近なもので

あるため、ぜひ全校生徒で考えてみてほしいと思います。昨年度の話し合いの内容を一部紹介します。 

〈お団子ヘアー・ツーブロックについて〉 

・お団子はメリットもあるが、アレンジが たくさんあり線引きが難しい、体育の学習でいちいち外す場面もあるなど、 

デメリットの割合が大きい。 

・ツーブロックもお団子同様メリットもあるが、デメリットの部分も大きい。過度に段差をつけることは学校生活上   

不必要ではないか。 

・お団子、ツーブロックともに義務教育を終了してから自分で考えてするようにすればよい。 

こういった意見が生徒の皆さんから挙がり、生徒手帳に記載はされていませんが、お団子とツーブロックは学校生活に必

要ないという結論に至りました。「あれはダメ」「これはダメ」と細かいところを一つ一つ明記していくと、息苦しい学校生

活になってしまいます。それよりも妙典中生としてこれまでの経緯を理解し、校則をもとに自分で考え、行動する力を身に

着けてほしいという思いから現在の校則に至っています。 

校則に限らず、今まであったルール等を変更していくには、理由を考えることが大切です。校則を変更することによって

これからの妙典中にとってプラスとなるよう、妙典中生一人一人が校則について考えてほしいです。自分の個人的な思いだ

けではなく、よりよい妙典中のためにいろいろな意見をお待ちしております。 

・応援に行く場合は制服 

・自校の応援のみ（他校の応援＆他校の生徒と

の応援は無し） 

・交通手段に自転車は使用しない。 

・所持品については学校生活に準ずる。 

（頭髪等も含む） 

・会場や公共のルールは、必ず守る。 

・差し入れ等はしない。 

 

毎日のように無記名の落とし物が数多く職員室に届きま

す。文房具やタオルから水筒や傘までいろいろな物があり

ます。文房具1個、タオル1枚であっても、それを作って

くれた人、みなさんに買ってくれた人などがいて、いろい

ろな人の思いが込められています。自分の持ち物は大切に

してほしいです。また、落とした時、持ち主のもとに届く

よう、記名をしてください。 


